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2023年度第2四半期決算概要について、ご説明いたします。
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今回ご説明させていただく内容です。
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はじめに、連結決算概要です。
■電池事業の売上⾼はニッケル⽔素電池が国内の市販⽤途向けや海外の⼯業⽤途向けで
売上減となったものの、リチウム電池が国内外のセキュリティ・スマートメータ⽤途向けで増加した
ことや設備関連ビジネスが増加したことから、事業全体として増収となりました。電⼦事業の売
上⾼はスイッチング電源が増加しましたが、モビリティ・タブレット⽤途向け各種モジュールが減少
したことや前期に実施したコイルデバイスの事業譲渡などによる売上減により、事業全体として
減収となりました。
この結果、売上⾼は前年同期に⽐べ14.8億円減少の302.4億円となりました。

■営業利益は電池事業はニッケル⽔素電池の売上減や原材料価格⾼騰の影響、電⼦事
業も売上減による影響が⼤きく、これらの影響を経費削減や販売価格の⾒直しで補いきれず
両事業ともに減益となり、0.7億円の損失（前年同期は6.7億円の営業利益）となりました
。
■経常利益は1.9億円の為替差益を営業外収益として計上したものの、前年同期に⽐べ
7.0億円の減少の1.3億円となりました。
■四半期純利益は減損損失の計上や法⼈税等の計上により、0.3億円の損失（前年同
期は5.8億円の四半期純利益）となりました。
■ROICは前年同期に⽐べ2.2pt減の△1.2％となりました。
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次に、営業利益の変動要因です。
■原材料価格⾼騰による減益影響がありましたが、販売価格改定により抑制しました。また、
為替も好転影響がありました。
電池事業のニッケル⽔素電池や電⼦事業の各種モジュールの売上変動影響がありましたが

、経費削減等で抑制しました。
しかしながら、すべての減益影響を抑制することができず、0.7億円の営業損失となりました。
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次に、連結貸借対照表です。
■流動資産は、前年度に⽐べ17.7億円増加の335.9億円となりました。流動資産増加の
主な要因は、未収⼊⾦などのその他流動資産が減少した⼀⽅、受取⼿形及び売掛⾦や商
品及び製品、仕掛品、原材料及び貯蔵品などの棚卸資産が増加したことによるものです。
■固定資産は、前年度に⽐べ1.5億円増加の151.5億円となりました。固定資産減少の主
な要因は、有形固定資産が1.8億円減少したことによるものです。
■流動負債は、前年度に⽐べ9.2億円増加の318.5億円となりました。流動負債増加の主
な要因は、設備未払⾦などのその他流動負債が減少した⼀⽅、有形固定資産の取得による
⽀出などにより、短期借⼊⾦が増加したことによるものです。
■固定負債は、前年度に⽐べ1.9億円減少の28.1億円となりました。固定負債減少の主な
要因は、退職給付に係る負債が1.8億円減少したことによるものです。
■純資産合計は、前年度に⽐べ8.8億円増加の140.8億円となりました。純資産増加の主
な要因は、親会社株主に帰属する四半期純損失の計上により利益剰余⾦が0.3億円減少
する⼀⽅、為替換算調整勘定が7.2億円、退職給付に係る調整累計額が1.7億円、それぞ
れ増加したことによるものです。
■有利⼦負債残⾼は、主に借⼊⾦の増加により前年度に⽐べ16.1億円増加の138.3億
円となりました。
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次に、セグメント別の情報です。
■電池事業の売上⾼はニッケル⽔素電池が減少したものの、リチウム電池と設備関連ビジネ
スが増加したことにより、前年同期に⽐べ12.1億円増加の225.1億円、セグメント利益は売
上減や原材料価格⾼騰の影響により、2.1億円の損失となりました。
■電⼦事業の売上⾼はスイッチング電源が増加しましたが、各種モジュールが減少したことや
前期に実施したコイルデバイスの事業譲渡などにより、前年同期に⽐べ27.0億円減少の
77.2億円、セグメント利益は経費削減による利益増があったものの、売上減により前年同期
に⽐べ2.4億円減少の1.3億円となりました。
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次に、セグメント別の売上概況です。
■リチウム電池は、国内外のセキュリティ・スマートメータ⽤途向けが堅調に推移したことや円安効果
も加わったことにより、前年同期を上回りました。
■設備関連ビジネスは、販売機種の変化などにより、前年同期を上回りました。
■ニッケル⽔素電池は、販売価格の⾒直しや円安効果もあったものの、国内の市販⽤途向けや海
外の⼯業⽤途向けでの在庫調整や所要減により、前年同期を下回りました。
■アルカリ乾電池は、前年同期並みとなりました。
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続いて、電⼦事業については、
■各種モジュールはモビリティ・タブレット⽤途向けが減少したことにより、前年同期を下回りました。
■スイッチング電源は半導体装置⽤途向けが堅調に推移し、前年同期を上回りました。
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次に、2023年度の⾒通しです。通期連結業績予想は、2023年４⽉26⽇発表の公表値
を据え置いております。
■売上⾼は、650.0億円で22.1億円の増収。
■営業利益は、5.0億円、純利益は1.0億円の⾒通しです。
■為替レートは、1USドル、142.02円、1ユーロ、153.28円を想定しております。
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